
 

デジタルラジオ実用化試験放送の終了について 

 

 

 

 

 

 

社団法人デジタルラジオ推進協会（ＤＲＰ）は、２００３年（平成１５年）１０月１０日にデジタル

ラジオの実用化試験放送を開始し、以来デジタル放送の特性を活かした新しい音声放送サ

ービスやデータ放送サービスの開発や技術試験、普及広報を実施しております。 

 

この間ＤＲＰは、ISDB-Tsb 方式に基づいた放送を確立し、地上デジタル音声放送の運用規

定（ARIB TR-B13）を策定したほか、１チャンネル内複数音声サービス（多言語放送等）、簡

易動画付音声放送を含む１セグメントでの多チャンネル音声放送、１次リンクによる双方向サ

ービス等の実用化への目処をつけるなど、技術、サービス両面でデジタルラジオに大きく寄与

するとともに、CEATEC をはじめとするコンベンション等への出展、各種セミナーでの講演、ホー

ムページ展開等を通じてのデジタルラジオの普及広報においても、数多くの成果をあげてまい

りました。 

この成果は、これからの VHF-Low 帯マルチメディア放送におけるデジタル音声サービスに

道筋を付けたものと自負しております。 

 

デジタルラジオの実用化試験放送の免許期間は２０１１年７月２４日までとなっております。

本来であればこの期日まで実用化試験放送を続けるべきところではございますが、前述しまし

たように７年超にわたる実用化試験放送により一定の成果をあげ、残る検証も今年度内には

終了予定であることから、実用化試験放送の終了を前倒しして、今年度末をもって放送を終

了することにいたしました。 

今後、ＤＲＰでは、デジタルラジオをお楽しみいただいている受信者の皆さまに向けて、放送

を通じて、あるいは、ＤＲＰのホームページ等でお知らせを行うなど、終了の告知には万全を期

す予定です。 

 

お問い合わせ： 

（社）デジタルラジオ推進協会（ＤＲＰ）の概要、活動内容についての詳細は下記 

ＵＲＬホームページにてご覧いただけます。 

http://www.d-radio.or.jp/ 

 

2010 年 10 月５日 

 

（社）デジタルラジオ推進協会 （連絡先： ＤＲＰ 広見 （03-5776-2272）） 

社団法人デジタルラジオ推進協会（ＤＲＰ）は、７年超にわたる実用化試験放送

により一定の成果をあげたことから、周波数の使用期限である２０１１年７月２４

日を待たず、デジタルラジオ実用化試験放送を２０１１年３月３１日に終了いたし

ます。 
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